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1
Ｈ1.8.28
（月）

掘削工
男・40歳代
経験21年

採石業
崩　壊

地　山

2

H17.1.7
（金）
11：20

作業者
男・40歳代
経験24年

採石業
崩　壊

地山・岩石

3
H1７.6.29

（水）
14：30

砕石工
男・60歳代
経験10年

採石業
転落・墜落

トラック

当署管内の死亡労働災害概要（平成元年～）　【土石採取業】
日立労働基準監督署日立労働基準監督署日立労働基準監督署日立労働基準監督署

災害の概要と原因 対　　策

25ｔダンプトラックを運転し、原石を切羽より運搬中、左
カーブを下っているときに、路肩から約6ｍ下にトラック
が転落した。被災者は、トラックの転落箇所から15ｍ
下方で発見された。

・運行経路には必要な個所に標識、柵を設ける等の転落防
止措置を講じること。
・坂道等構内走行時の安全運転教育を行うこと。
・点呼等により、運転者の健康状態を確認すること。

採石場の切羽（高さ約17ｍ）付近において、ジャイアン
トブレーカーを運転し、石を小割りしていたとき、切羽
が上部から高さ５ｍ、幅12.5ｍにわたって崩壊した。約
20ｔの岩石が当該ブレーカーに激突し、運転席の被災
者が押しつぶされた。亀裂の入った土石を予め、取り
除いていなかった。採石作業主任者が、直接、作業指
揮をしていなかった。

・崩壊のおそれのある土石は、予め取り除くこと。
・掘削個所付近で小割をさせないこと。
・すくい取り作業についても、採石作業主任者に直接指揮さ
せること。

採石場において、切羽の岩盤が縦約30ｍ、幅約20ｍ
にわたって崩壊し、付近で車両系建設機械（ドラグ・
ショベル）を運転していた被災者が岩石に押しつぶさ
れた。

・掘削方法、掘削面の高さ・勾配、掘削機械、湧水処理方法
等について採石作業計画を作成し、作業を行うこと。
・点検者に、始業前、大雨・中震、発破後に作業箇所と周辺
地山の浮石・亀裂の有無、湧水の状態の変化等を点検させ
ること。
・採石掘削作業主任者に作業の直接指揮をさせること。


